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(2) 鋳鉄はけい素含有量の増加で脆くなるので，機械的性質を問題とする通常の鋳鉄鋳物には 4wt. % 
以上のけい素を含有させたものはない。そこで，急冷凝固鋳鉄の機械的性質について検討し，溶接の
ような急冷凝固鋳鉄は組織の微細化と組成の均質化などのために 4 --5 wt. %けい素含有量でも強
靭となる乙とを明らかにしている D
(3) 鋳鉄の溶接で現れ易い溶接欠陥であるブローホールの発生と溶接割れを防止する方法について検討
し，前者は溶融池表面に生じる酸化被膜を消失させないように溶接を進める乙とによって，後者は予
熱なしかまたは 300 0C以下の低温予熱を施して溶接する乙とによってともに防止で、きることを明らか
にしている。
以上のように，本論文はチノレを含まない信頼性のある鋳鉄の溶接技術を確立するために重要な知見を
与えており，鋳鉄の凝固工学並びに溶接工学に寄与する所が大きい。よって本論文は博士論文として価
イ直あるものと認める。
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